
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

（指摘事項等） （対応）

概ね10,000件以上の電話を受け付ける。

指摘事項等への対応

□監査

■決算特別委員会

□県民協働による事業改善

 概算事業費（B（A）+C） 4,286 3,874 3,874 3,874 3,874

165

概　算
人件費

0.02 0.02

165 165 165 165

・多くの方が講習会を受けられるように、ホームページへの掲載、マスコ
ミの取材対応などをして広くＰＲを行う。
・補助金以外にも、チャイルドラインカードの配布協力、ホームページへ
の掲載などの支援を引き続き実施する。

・H24：不足している「受け手」の養成講習会について県と
しても多くの人が受けられるように支援をすること。
・H23事業仕分け（現行どおり拡充）

0.02 0.02 0.02

4,121 3,709 3,709 3,709 3,709

4,121 3,709

Aの
財源

目標 成果 達成状況

26予算案 成果目標の達成状況

H25末
（見込）

H26

3,709

電話受付件
数

10,000 現況以上

予
算
額

前年度繰越
項目

当初予算 4,121 3,709 3,709 3,709 3,709

4,121 3,709 3,709 3,709

合計 3,709 3,709 3,709

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 25年度 26要求

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

H27
目標

補正予算

合計（A)

（予算案）

チャイルドライン支援事業 補助 チャイルドライン推進協議会への補助 3,709 3,709 3,709

項目 実施方法 H26実施内容
H25 H26

（当初） （要求）

実施期間 H16

目指す姿

現状
子どもたちが気軽に電話できる体制を目指すために、県の補助金の他、民間からも寄付金を募っているが、景気の動向により変動があ
り、チャイルドラインの運営が安定的なものではない。

県が関与
する理由

生活上の諸問題や悩みを抱えている子どもたちが気軽に電話できる体制を目指す。

～

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 可能

【左記の説明、根拠法令等】

チャイルドライン支援事業補助金交付要綱

要求からの主な変更点 要求どおり

事業番号 02 12 06 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 チャイルドライン支援事業 担
当
課

部局 企画部

課・室 次世代サポート課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail jisedai@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7－2　子育て先進県の実現

　　　　6　青少年の健全育成

mailto:jisedai@pref.nagano.lg.jp

